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海老塚和秀氏 

▼
四
国 

 高
知
で
役
員
会
開
く 

総
会
日
程
決
ま
る 

塩
出 

栄
（Ｒ
Ｎ
Ｂ
） 

四
国
民
放
ク
ラ
ブ
は
１
月
29
日
、

国
指
定
の
重
文
、
高
知
城
を
展
望
す

る
新
装
の
高
知
放
送
会
館
で
役
員
会

を
開
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
令
和
７
年
度
総
会
と

懇
親
会
を
４
月
23
日
（水
）に
高
知
市

内
の
高
知
会
館
で
開
催
し
、
翌
24
日
、

土
佐
Ｃ
Ｃ
で
ゴ
ル
フ
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
毎
年
四
国
の
名
門
コ
ー
ス
を

め
ぐ
っ
て
実
施
し
て
い
た「
秋
の
ゴ
ル
フ

会
」
は
、
会
員
の
高
齢
化
も
あ
り
参
加

者
が
減
少
傾
向
の
た
め
中
止
し
、
新

た
に
各
地
区
で
、
ゴ
ル
フ
会
や
懇
親
会

等
、
会
員
の
集
ま
れ
る
事
業
を
開
催

し
、「
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
会
員
増

強
に
繋
げ
る
」
事
案
を
提
案
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、「
遍
路
文
化
と
空
海
の
足
跡

を
た
ど
る
会
」
は
、
令
和
７
年
度
も
高

知
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

総
会
、
ゴ
ル
フ
会
に
つ
い
て
は
四
国
の

会
員
全
員
に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま

す
。
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

空
海「
四
国
霊
場
開
創
す
」 

上
村 

基(

Ｒ
Ｋ
Ｃ) 

四
国
民
放
ク
ラ
ブ
で
は
、
継
続
研

究
と
し
て「
空
海
」
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。 

今
回
は
高
知
「
五
台
山 

竹
林
寺
」

の
住
職
・
海
老
塚
和
秀
氏
に
お
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。 

              

15
歳
で
母
方
の
叔
父
、
阿
刀
大
足

（
あ
と
の
お
お
た
り
）
を
頼
っ
て
都
に
上

っ
た
大
師
は
、
大
学
受
験
の
勉
強
の
傍

ら
、
仏
の
教
え
に
心
惹
か
れ
る
若
者

と
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
四
国
の
自
然
と
一
体
と

な
り
修
禅
を
す
る
山
林
修
行
「
浄
行
」

を
始
め
ま
す
。 

「
あ
る
と
き
は
金
巌
に
登
っ
て
雪
に

遇
う
て
坎
壈
（
か
ん
ら
ん
）
た
り
。
あ
る

と
き
は
石
峯
に
跨
っ
て
粮
（か
て
）
を
絶

っ
て
轗
軻
（か
ん
か
）た
り
」 

（三
教
指
帰
よ
り
） 

 

海
老
塚
氏
の
説
明
は
、
空
海
の
残

し
た
文
言
を
交
え
て
続
き
ま
す
。 

 「
こ
こ
に
ひ
と
り
の
沙
門
あ
り
。
わ

れ
に
虚
空
蔵
聞
持
（
こ
く
う
ぞ
う
も
ん

じ
）
の
法
を
し
め
す
。
そ
の
教
え
に
説

か
く
、『
も
し
人
、
法
に
よ
っ
て
こ
の
真

言
一
百
万
遍
を
誦
ず
れ
ば
、
す
な
わ

ち
、
一
切
の
教
法
の
文
義
、
暗
記
す
る

こ
と
を
得
』と
。 

こ
こ
に
大
聖
の
誠
言
を
信
じ
て
飛

焔
を
鑚
燧
（
さ
ん
す
い
）
に
望
む
。
阿

国
大
滝
嶽
に
の
ぼ
り
よ
じ
、
土
州
室

戸
埼
に
勤
念
す
。
谷
響
き
を
惜
し
ま

ず
。
明
星
来
影
す
」
（
三
教
指
帰
よ
り
） 

 

平
安
時
代
に
は
都
か
ら
離
れ
た
山

や
海
辺
の
難
所
を
廻
る「
辺
地
修
行
」

へと
展
開
。
多
く
の
修
行
者
が
四
国
へ。

伊
予
国
石
鎚
山
や
阿
波
国
大
瀧
ケ
嶽

な
ど
へ
の
山
岳
信
仰
、
補
陀
落
浄
土
へ

の
入
り
口
と
し
て
知
ら
れ
、
都
か
ら
南

西
に
位
置
す
る
四
国
は「
聖
な
る
島
」

と
し
て
信
仰
を
集
め
た
と
海
老
塚
師

は
語
り
ま
す
。 

弘
法
大
師
42
歳
の
折
、
四
国
を
回

国
し
、
八
十
八
か
所
霊
場
を
開
創
し

た
と
伝
え
ら
れ
、
室
町
か
ら
江
戸
初

期
に
は「
入
定
信
仰
」「
同
行
二
人
信

仰
」
が
流
布
。
一
般
民
衆
も
四
国
霊

場
を
巡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１
６

８
７
（
貞
享
４
）
年
、
僧
・
真
念
の
一
般

向
け
初
の
案
内
本
『
四
国
遍
路
道
指

南
』に
よ
り
庶
民
の「
四
国
遍
路
」が
定

着
し
ま
す
。 

今
回
の
空
海
の
足
跡
を
尋
ね
る
会

は
、
連
絡
の
行
き
違
い
も
あ
り
、
残
念

な
が
ら
参
加
者
が
高
知
在
住
者
の
み

で
あ
っ
た
た
め
今
後
に
課
題
を
残
し
ま

し
た
。 

             

 
 


